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〈調査の概要〉 

１　調査の目的 

　廿日市市における部活動の地域移行の必要性、課題、対応の方向性を検討するにあた

り、その基礎データとなる児童生徒・保護者・教職員の意向を捉える。 

 

２　調査期間 

　令和７年１２月１８日（木）～令和８年１月３０日（金） 

 

３　調査方法 

（１）調査対象 

　　①小学校第５・６学年児童 

　　②中学校第１・２学年生徒 

　　③小学校第５・６学年児童の保護者 

　　④中学校第１・２学年生徒の保護者 

　　⑤小学校教員 

　　⑥中学校教員 

 

（２）回答方法 

　　○　Google フォームによるオンライン回答 

 

（３）調査対象学校数及び回答者数 

 

４　その他 

アンケート結果については概要を示すため、上位項目等に絞ってグラフ等を作成し

た。回答されたその他の少数意見についても今後の施策の参考とする。 

 

 

 

 

 

 
種別

学校数 

（校）
回答者数（人）

 ① 小学校第５・６学年児童 １７ １，９３８

 ② 中学校第１・２学年生徒 １０ １，６４９

 ③ 小学校第５・６学年児童の保護者 １７ ９５１

 ④ 中学校第１・２学年生徒の保護者 １０ ９０１

 ⑤ 小学校教員 １７ ３３５

 ⑥ 中学校教員 １０ １５７



 

〈アンケート調査の結果〉 

【⑤スポーツ活動・文化芸術活動アンケート（小学校教職員）】 

［問］担当している部活動今後、中学校の部活動が段階的に地域クラブ等へ展開（移行）し

ていく動きを知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問］あなたは小学校の勤務外で地域クラブ等に関わりをもつことを希望しますか。 
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［問］地域で関わりたい活動をお答えください。※複数回答可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問］どのような理由で希望しますか。 
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［問］地域クラブに関わる場合、どの場所での指導を希望しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問］地域クラブの関わりについてどの範囲の業務が可能かお答えください。 
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　　　その他



 

［問］「関わりたくない」と答えた理由は何です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問］部活動の指導体制について、あなたの考えに近い意見をお答えください。 
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［問］学校部活動を地域クラブ等が担うことについての期待することを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問］学校部活動を地域クラブ等が担うことについての心配することを教えてください。 
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